
議
員
提
出
第
三
十
一
号
議
案

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

急
速
に
悪
化
す
る
雇
用
情
勢
に
対
応
し
、
住
居
を
失
っ
た
離
職
者
を
支
援
す
る
「
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
」
の
構
築
に
向
け
た
予
算
措
置
が
、
政
府
の
「
経
済
危
機
対
策
」
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
雇
用
と

住
居
を
失
っ
た
者
に
対
す
る
総
合
支
援
策
」
は
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
「
就
職
安

定
資
金
融
資
」
「
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
」
「
住
宅
手
当
」
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
」
「
臨
時
特
例
つ
な
ぎ

資
金
貸
付
」
の
申
請
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
雇
用
情
勢
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
生
活
保
護
受
給
者
数
は
急
増
し
て
い
る
。
既
に
本

県
に
お
い
て
は
昨
年
度
の
申
請
件
数
が
二
、
二
六
四
件
に
達
し
、
今
後
も
増
加
し
続
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
約
六
人
に
一
人
が
貧
困
で
あ
る
と
政
府
が
公
表
し
、
と
り
わ
け
「
子
ど
も
の
貧
困
」
の
解
決
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
生
活
保
護
制
度
は
「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
あ
り
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
体

制
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
が
日
本
国
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
体
系
の
整
備
に
向
け
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一

「
雇
用
と
住
居
を
失
っ
た
者
に
対
す
る
総
合
支
援
策
」
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
迅
速
か

つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
務
の
改
善
と
、
恒
久
的
な
制
度
化
を
行
う
こ
と
。

二

生
活
保
護
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
国
の
責
任
に
お
い
て
運
用
の
改
善
、
実
施
体
制
の
確
保
及
び

確
実
な
財
源
保
障
を
行
う
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
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一
年
十
二
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日
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